
熊野本宮大社
全国約4700の熊野神社の総本宮、熊野三山の一つ。

「熊
くま

野
の

権
ごん

現
げん

御
ご

垂
すい

迹
じゃく

縁
えん

起
ぎ

」では、主祭神の家都御子大
神は大斎原のイチイの木に降臨したとされ、木の神と崇め
られ、紀（木）の国の名の由来になったといいます。

熊野那智大社
那智山中腹に鎮座する熊野三山の一つで、その起源は那
智大滝の信仰にあるとされています。那智の火祭でも有名で
す。

那智山青岸渡寺
西国巡礼第一番札所です。明治の神仏分離までは熊野那智
大社と一体で、現在の本堂は当時の如意輪堂だったものです。

熊野速玉大社
熊野川河口に鎮座する熊野三山の一つ。主祭神の熊野速
玉大神は熊野川の神格化に起源を持つといわれています。

2018年版で"世界で訪れるべき地域"に紀伊半島が第５
位、2021年版では「読者が選ぶサスティナビリティーに
配慮した観光地」に熊野古道が選ばれました。

世界で３割シェアを占める旅行誌
「ロンリープラネット」

熊
野
古
道
と
は

熊
野
三
山
へ
通
じ
る
い
に
し
え

の
参
詣
道
を
熊
野
古
道
と
呼
び
ま
す
。
平
安
時
代
に

始
ま
っ
た
上
皇
た
ち
の
熊
野
御
幸
に
よって
知
ら
れ
る
よ

う
に
なった
熊
野
信
仰
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
武
士
や

庶
民
に
ま
で
広
が
り
、一時
は「
蟻
の
熊
野
詣
」と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
熊
野
を
目
指
し
ま
し
た
。

熊
野
古
道
に
は
い
く
つ
も
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
・
大
阪
か
ら
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
紀
伊
路
、
高
野
山

と
熊
野
を
結
ぶ
小
辺
路
、
伊
勢
と
熊
野
を
結
ぶ
伊
勢

路
で
す
。
紀
伊
路
は
さ
ら
に
田
辺
で
紀
伊
山
地
に
分

け
入
る
道
と
海
岸
線
を
南
下
す
る
道
に
わ
か
れ
、
後

に
前
者
を
中
辺
路
、
後
者
を
大
辺
路
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

中
辺
路
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

上
皇
た
ち
が
参
詣
を
１
０
０
回
以
上
も
繰

り
返
し
た
熊
野
への
公
式
参
詣
道（
御
幸

道
）と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

険
し
い
山
道
が
続
く
中
辺
路
を

歩
く
こ
と
は
修
行
で
も
あ
り
、

困
難
が
多
い
ほ
ど
熊
野
の
神

の
救
い
も
大
き
い
と
人
々
は

苦
し
い
道
の
り
を
越
え
て
熊

野
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

上
皇
た
ち
の
御
幸
道
だ
っ
た
だ
け

に
、
紀
伊
路
・
中
辺
路
沿
い
に
は
熊

野
九
十
九
王
子
と
呼
ば
れ
る
熊
野
の

御
子
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
京

都
伏
見
か
ら
淀
川
を
舟
で
下
っ
た
上

皇
た
ち
は
、
大
阪
に
上
陸
し
た
後
、
一

番
王
子
と
さ
れ
る
窪
津
王
子
に
参
拝
し
、
街
道
沿
い
の

王
子
を
巡
拝
し
な
が
ら
長
い
旅
を
続
け
ま
し
た
。
上
皇

た
ち
の
熊
野
御
幸
の
際
に
は
、
王
子
の
な
か
で
も
格
式

高
い
五
躰
王
子
で
歌
会
な
ど
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
、
後

鳥
羽
上
皇
に
随
行
し
た
藤
原
定
家
の『
後
鳥
羽
院
熊
野

御
幸
記
』に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

困
難
な
旅
を
越
え
て
熊
野
に
詣
で
る
の
は一体
何
の
た

め
だっ
た
の
で
し
ょ
う
。
熊
野
は
昔
か
ら
蘇
り
の
地
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
意
味
は
、
黄
泉
の
国
熊
野
に
足

を
踏
み
入
れ
、一度
死
ん
で
魂
を
浄
め
、
熊
野
か
ら
出
る

こ
ろ
に
は
再
生
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
世
の

罪
を
速
玉
が
浄
め
、
現
世
の
縁
を
那
智
が
結
び
、
本
宮

は
来
世
を
救
済
す
る
と
い
わ
れ
、
三
山
を
巡
れ
ば
、
過

去
、
現
在
、
未
来
の
安
寧
を
得
る
。
こ
れ
が
熊
野
三
山

の
ご
利
益
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。

熊
野
の
神
は「
浄
不
浄
を
と
わ
ず
、
貴
賎
に
か
か
わ

ら
ず
、
男
女
を
と
わ
ず
」受
け
入
れ
て
く
れ
る
神
だった

か
ら
こ
そ
、
上
皇
か
ら
庶
民
ま
で

熱
狂
的
な
信
仰
を
集
め

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
熊

野
古
道
は
罪
障
の
消
滅

と
再
生
を
願
う
人
々
の
足
跡

が
残
る
祈
り
の
道
な
の
で
す
。

熊野の神の使い八咫烏
　サッカー日本代表のシンボル
マークになっている3本足の烏が
八咫烏です。海上から遠望した
那智の滝を目印に上陸した神武
天皇を大和の地まで導いたと『日
本書紀』にも記されている伝説
の鳥です。熊野の神の使いとさ
れ、日本神話の世界では太陽の
化身とされています。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」。
霊
場
と
は
、

熊
野
信
仰
の
中
心
で
あ
る「
熊
野
三

山
」、
修
験
道
の
拠
点｢

吉
野・大
峯
」、

真
言
密
教
の
根
本
道
場「
高
野
山
」の
三

ヶ
所
の
こ
と
で
す
。
深
い
山
々
が
重
な

り
あ
う
紀
伊
山
地
で
は
、
自
然
崇
拝
に

根
ざ
し
た
神
道
、
外
来
の
仏
教
、
そ
の

両
者
を
結
び
つ
け
た
修
験
道
な
ど
、
多

様
な
宗
教
が
育
ま
れ
、
日
本
人
の
精
神

的
、
文
化
的
側
面
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
参
詣
道
は
こ
の
三

つ
の
霊
場
を
結
び
、
ま
た
全
国
か
ら
の

巡
礼
者
が
霊
場
を
目
指
し
て
歩
い
た
道

の
こ
と
で
す
。

熊
野
と
は
、
大
化
の
改
新
以
前
に

熊
野
国
が
あ
っ
た
場
所
と
ほ
ぼ一致
し
ま

す
。
重
な
り
あ
う
山
々
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
茂
る

樹
林
、
そ
の
山
を
源
に

し
て
流
れ
下
る
川
は
や

が
て
広
大
な
太
平
洋

に
注
ぎ
ま
す
。
あ
る

時
は
豊
か
な
実
り
を
、

ま
た
あ
る
時
は
猛
々
し

く
災
害
を
も
た
ら
す

自
然
に
人
々
は
神
の
恵

み
と
怒
り
を
見
た
の
で

し
ょ
う
か
。

紀
伊
山
地
に
育
ま
れ
た
宗
教
の
う

ち
、
神
道
を
代
表
す
る
の
が
熊
野
三
山

と
呼
ば
れ
る
熊
野
本
宮
大
社
、
熊
野
速

玉
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
で
す
。

熊
野
三
山
の
歴
史
は
古
く
、
な
か
で

も
熊
野
本
宮
大
社
は
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）に
は
創
建
２
０
５
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
熊
野
本
宮
大
社
は
、
か
つ
て

熊く
ま
の
に
ま
す
じ
ん
じ
ゃ

野
坐
神
社
と
号
し
て
い
た
よ
う
に
、

熊
野
の
神
と
い
え
ば
本
宮
の
こ
と
を
さ

し
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
上
古
か
ら「
神

の
い
ま
す
場
所
」と
さ
れ
た
熊
野
が
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
10

世
紀
の
宇
多
法
皇
の
熊
野
御
幸
か
ら
で

す
。
平
安
時
代
に
は
皇
族
や
貴
族
が
、

中
世
に
な
る
と
武
士
や
庶
民
に
ま
で
熊

野
信
仰
は
広
がって
ゆ
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
と
熊
野
三
山
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川の熊野古道・熊野川


